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共同購入トラクターに決まったＹＴ３５７ＪＺＵＱＨ＝製造元：ヤンマーアグリ㈱（10面）

全農が協賛した「アグリテックサミット（AG／SUM） 
2018」で講演する神出元一理事長（７面）

岡山県で開かれた農業者向け青空講習会で畑の
断面を観察する参加者（11面）

共同購入トラクター、YT357Jに決定
7面

10
面

農
業
技
術
へ
の
取
り
組
み
紹
介

「
A
G
／

S
U
M 

2
0
1
8
」に
協
賛

役員・参与がカナダ･アメリカの
農業事情視察（総務部）

自民党本部で大阪物産展（大阪府本部）

ブルガリアで冷凍寿司･
日本産農産物紹介（輸出対策部）

タイ･バンコクの食品見本市に出展
（茨城県本部）

初の海外メディアツアー開催
（広報部･畜産生産部）

全国農協カントリーエレベーター
協議会が総代会（米穀部）

「純情産地いわて30周年」で
躍進大会（岩手県本部）
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2

3

4

国際養鶏養豚総合展に
協賛･出展（畜産生産部）

大手通販会社との協業で新市場を
開拓（フードマーケット事業部）

ＪＡズームイン（ＪＡにじ）

県本部だより（茨城県本部）

岡山県で農業者向け青空講習会開催
（営農･技術センター）

ＦＭラジオ番組「TODAY’S AGRI NEWS」
本格スタート（広報部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ富里市（千葉県）
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す　し

6 平
成
30
年
6
月
18
日
の
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る

地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
へ

　こ
の
た
び
の
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
、心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　一日
も
早
い
復
旧・復
興
に
向
け
て
総
力
を
あ
げ
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ア
グ

サ
ム



㌧
も
あ
る
採
掘
機
械
で
１
時
間
あ
た

り
数
百
㌧
の
採
掘
を
す
る
と
い
う
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
事
業
を
直
に
視
察
す

る
こ
と
が
で
き
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
に
驚
き
ま
し
た
。

　
C
E
O
と
の
意
見
交
換
の
場
で

は
、
肥
料
原
料
を
取
り
巻
く
世
界

情
勢
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、

大
澤
憲
一
副
会
長
が
英
語
で
視
察
の

お
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
高
品
質

な
加
里
質
肥
料
の
継
続
的
な
供
給
を

依
頼
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

視
察
を
終
え
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
初
め
に
全
農
ア
メ

リ
カ
と
現
地
卸
売
会
社
の
合
弁
で
設

　
初
め
に
カ
ナ
ダ
を
訪
問
し
、
全
農

の
塩
化
加
里
購
入
の
最
大
の
取
引
先

で
あ
る
カ
ン
ポ
テ
ッ
ク
ス
社
の
視
察
を

行
っ
た
後
、
ア
メ
リ
カ
に
移
動
し
、

全
農
の
現
地
子
会
社
・
関
連
法
人
で

あ
る
P
&
Z 

F
I
N
E 
F
O
O
D

S（
P
Z
F
）、
全
農
グ
レ
イ
ン
㈱
、

C
G
B
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱
な
ど

を
訪
問
し
現
地
の
農
業
事
情
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
カ
ン
ポ
テ
ッ
ク
ス
社
で
は
、
加
里
の

採
掘
現
場
を
視
察
し
た
後
、
本
社
で

サ
イ
ツ
C
E
O
と
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。
地
下
約
1
0
0
0
メ
ー

ト
ル
に
あ
る
採
掘
現
場
は
、
東
西
南

北
に
坑
道
が
何
㌔
に
も
わ
た
り
碁
盤

の
目
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、

車
で
移
動
し
た
先
で
は
重
量
1
8
5

立
し
た
食
肉
加
工
販
売
会
社

（
P
Z
F
）の
加
工
施
設
を
視
察
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
日
本
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
で

輸
出
さ
れ
販
売
さ
れ
て
い
た
牛
肉
を
、

こ
の
施
設
で
カ
ッ
ト
し
て
販
売
す
る

こ
と
で
販
路
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指

し
て
お
り
、
薄
切
り
の
肉
を
食
べ
る

習
慣
・
文
化
が
な
い
国
で
の
新
た
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

の
国
産
農
畜
産
物
の
輸
出
拡
大
に
当

た
っ
て
、
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
　

　
全
農
グ
レ
イ
ン
・
C
G
B
で
は
、

穀
物
メ
ジ
ャ
ー
と
し
の
ぎ
を
削
り
、

日
本
の
畜
産
農
家
に
高
品
質
な
飼
料

原
料
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
の

事
業
内
容
を
視
察
し
ま
し
た
。
全
農

グ
レ
イ
ン
は
、
従
来
か
ら
単
一
の
穀
物

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
し
て
は
世
界
最
大
級

の
取
扱
数
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
3
月
に
完
了
し
た
拡
張
工
事
に

よ
り
従
来
の
40
%
ア
ッ
プ
の
年
間

1
8
0
0
万
〜
1
9
0
0
万
㌧
の

輸
出
能
力
を
有
す
る
ま
で
に
な
っ
て

お
り
、
サ
イ
ロ
数
を
増
や
す
な
ど
集

荷
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
尽
力
し
て

い
る
Ｃ
G
B
と
の
タ
ッ
グ
が
心
強
く

感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
を
通
じ
、
日
本
農
業

の
た
め
に
現
地
で
日
夜
努
力
す
る
全

農
グ
ル
ー
プ
役
職
員
の
奮
闘
に
感
銘

を
受
け
る
と
と
も
に
、
J
A
グ
ル
ー

プ
海
外
事
業
を
築
き
上
げ
て
き
た
諸

先
輩
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　
大
澤
副
会
長
か
ら
解
団
に
当
た

り
、「
今
回
の
視
察
で
得
た
貴
重
な

体
験
、
団
員
の
絆
を
糧
に
、
今
後
の

事
業
展
開
や
諸
課
題
へ
の
対
応
に
生

か
し
て
い
く
」と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
農
業
の
未
来
を
拓
く

平
成
30
年
度
全
農
役
員
海
外
視
察
を
実
施

巨
大
な
ス
ケ
ー
ル

加
里
採
掘
に
驚
き

輸
出
拡
大
へ
カ
ッ
ト
肉

販
売
の
重
要
性
確
認

カ
ナ
ダ・
ア
メ
リ
カ
で
肥
料
原
料・飼
料
穀
物
集
出
荷
の

最
前
線
や
3
月
か
ら
稼
働
の
食
肉
加
工
施
設
な
ど
視
察

　
全
農
の
海
外
事
業
の
取
り
組
み
を
実
地
確
認
し
、
今
後
の
自
己
改
革
、
事
業

運
営
の一助
と
す
る
た
め
、
3
年
に
1
回
開
催
さ
れ
る
役
員
海
外
視
察（
2
班
制

で
今
回
は
第
1
班
）を
5
月
22
日
〜
6
月
1
日
の
11
日
間
、
役
員
･
参
与
合
わ

せ
て
12
人
が
参
加
し
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
で
実
施
し
ま
し
た
。             【
総
務
部
】

加里鉱山地下約1000㍍で説明を受ける視察参
加者

食肉加工施設を視察する参加者

研
修
に
参
加
し
た
役
員
・
参
与
の
皆
さ
ん（
ア
メ
リ
カ
、

C
G
B
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
取
引
先
農
家
の
大
豆
畑
で
）
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News!

冷凍寿
ず し

司·日本産農産物紹介·試食を実施
在ブルガリア日本大使館でレセプション 輸出対策部

　
Ｊ
Ａ
全
農
グ
ル
ー
プ
は
5
月
30
日
、在
ブ
ル
ガ
リ

ア
日
本
大
使
館
が
企
画
し
、同
公
邸
で
開
か
れ
た
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で
、日
本
産
米
を
原
料
と
し
た
冷
凍
寿

司
の
他
、日
本
産
青
果
物
な
ど
を
欧
州
の
皆
さ
ま
に

紹
介
し
、試
食
・
試
飲
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
日
本

食
な
ど
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
全
農
輸
出
対
策
部
が
商
品

の
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
全
国
農

協
食
品
㈱
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
現
地

法
人
が
製
造
す
る
日
本
産
米
原

料
の
冷
凍
寿
司
の
他
、
Ｊ
Ａ
全

農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
が

輸
出
し
た
日
本
産
の
メ
ロ
ン
・

サ
ク
ラ
ン
ボ
・
ブ
ド
ウ
・
リ
ン

ゴ
や
英
国
で
製
造
し
て
い
る
日

本
産
米
を
原
料
に
し
た
米
ビ
ー

ル
な
ど
を
紹
介
し
、
ブ
ル
ガ
リ

ア
行
政
関
係
者
や
食
品
卸
・
レ

ス
ト
ラ
ン
関
係
者
ら
約
80
人
の

参
加
者
に
試
食
・
試
飲
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
そ
の
優
れ

た
外
観
・
品
質
と
お
い
し
さ
に

驚
き
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

商
品
の
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
輸
出
対
策

部
の
上
野
一
彦
部
長

振
る
舞
わ
れ
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
製
造
す

る
冷
凍
寿
司

News!

大阪物産展～大阪のええもん·うまいもん勢ぞろい！～を開催
2025年の大阪万博誘致に沸く大阪府の魅力を発信 大阪府本部

　
Ｊ
Ａ
大
阪
中
央
会
、一
般
社
団
法
人
大
阪
外
食
産
業
協
会
は
6
月
13

日
、東
京
・
永
田
町
の
自
民
党
本
部
で
大
阪
物
産
展
を
開
催
し
、二
階

俊
博
幹
事
長
と
大
阪
府
選
出
国
会
議
員
、Ｊ
Ａ
役
職
員
が
大
阪
府
産
の

農
畜
産
物
、海
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
物
産
展
は
近
年
、
自
民
党
本

部
前
で
都
道
府
県
・
都
市
単
位

で
開
か
れ
て
お
り
、
直
近
で
は

5
月
に
千
葉
県
、
神
戸
市
の
物

産
展
が
開
催
さ
れ
、
今
回
は
大

阪
府
が
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
Ｊ
Ａ
大

阪
中
央
会
の
西
川
喜
清
副
会
長

が
あ
い
さ
つ
し
、
糖
度
が
高
い

こ
と
で
世
界
ギ
ネ
ス
に
登
録
さ

れ
た
包か
ね
ち
か近
の「
桃
」と「
大
阪

ぶ
ど
う
」、「
泉
州
水
な
す
」な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
多
く
の
方
々
が
来
場

し
、
な
に
わ
の
食
文
化
に
根
差

し
た
農
畜
産
物
、
海
産
物
、
た

こ
焼
き
と
お
好
み
焼
き
に
代
表

さ
れ
る〝
粉
も
ん
〟な
ど
、
大

阪
の
魅
力
あ
ふ
れ
る〝
え
え
も

ん
・
う
ま
い
も
ん
〟を
取
り
そ

ろ
え
、
会
場
全
体
が
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
す
る
Ｊ
Ａ
大
阪
中
央
会
の

西
川
副
会
長

多
く
の
人
が
訪
れ
た
大
阪
府
産
の
農

産
物
販
売
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News!

「茨城県産」を世界に売り込め！
タイ・バンコクの食品見本市「THAIFEX2018」に出展 茨城県本部

　
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
の
Ｉ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
展
示
会
場
で
5
月
29
日
か
ら

6
月
2
日
、食
品
見
本
市「
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｘ
２
０
１
８
」が
開
か
れ
、

茨
城
県
本
部
は
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
唯
一
出
展
し
ま
し
た
。世
界
の
約

１
５
０
カ
国
か
ら
6
万
2
0
3
9
人
が
訪
れ
、茨
城
県
本
部
、県
内
Ｊ

Ａ
職
員
と
生
産
者
が
積
極
的
に
商
品
を
売
り
込
み
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
県
内
4
Ｊ
Ａ
か

ら「
健
康
・ヘ
ル
シ
ー
」を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
海
外
で
需
要
の
高

い
品
目
を
出
品
し
ま
し
た
。
Ｊ

Ａ
常
陸
の「
ゆ
ず
こ
ん
に
ゃ
く

ゼ
リ
ー
」、Ｊ
Ａ
土
浦
の「
れ
ん

こ
ん
パ
ウ
ダ
ー
」、
Ｊ
Ａ
新
ひ

た
ち
野
の
純
米
大
吟
醸
酒「
空

と
大
地
の
み
の
り
」、
Ｊ
Ａ
茨

城
む
つ
み
の「
さ
し
ま
茶
」な

ど
を
持
ち
込
み
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。訪
れ
た
バ
イ
ヤ
ー
は
、「
Ｉ

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｉ
の
名
は
初
め
て

聞
い
た
が
、
面
白
い
商
品
が
あ

る
の
を
知
っ
た
」と
話
し
ま
し

た
。

　

展
示
し
た
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
パ

ビ
リ
オ
ン
に
は
バ
イ
ヤ
ー
ラ

ウ
ン
ジ
が
設
け
ら
れ
、
現
地
著

名
シ
ェ
フ
が
茨
城
県
産
商
材

を
使
用
し
た
料
理
を
訪
れ
た

バ
イ
ヤ
ー
に
提
供
し
ま
し
た
。

「
れ
ん
こ
ん
パ
ウ
ダ
ー
」を
使
っ

た「
れ
ん
こ
ん
の
ク
リ
ー
ム
タ

ル
ト
」、「
さ
し
ま
茶
粉
末
ほ
う

じ
茶
」を
使
っ
た「
ほ
う
じ
茶

の
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ
」な
ど
の
ス

イ
ー
ツ
を
振
る
舞
い
、
県
産
品

の
お
い
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

　
茨
城
県
本
部
は
、
今
後
も
農

畜
産
物
の
輸
出
事
業
検
証
と
積

極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
よ
り
、
茨
城
県
産
品
の
販
路

拡
大
、
地
域
・
産
地
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

News!

全農初の海外メディアツアーを開催
米国の飼料穀物集出荷の最前線や食肉加工施設を案内 広報部・畜産生産部

　
全
農
は
6
月
3
～
8
日
、新
聞
社
な
ど
メ
デ
ィ
ア
の
記
者（
3
社
4

人
）を
対
象
に
、全
農
グ
ル
ー
プ
の
米
国
飼
料
事
業
拠
点
を
案
内
す
る

海
外
メ
デ
ィ
ア
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

日
本
向
け
に
競
争
力
あ
る

穀
物
の
安
定
供
給
を
図
る

た
め
、
船
積
み
能
力
を
年
間

1
9
0
0
万
㌧
（
5
5
0
万
㌧

増
）ま
で
増
強
し
た
全
農
グ
レ

イ
ン
社
、
内
陸
の
集
荷
拠
点
の

拡
充
を
進
め
て
い
る
C
G
B
社

の
内
陸
集
荷
施
設
を
視
察
。
ま

た
、
米
国
へ
和
牛
輸
出
拡
大
を

図
る
た
め
、
昨
年
11
月
に
設
立

し
た
食
肉
加
工
を
行
う
P
&
Z 

F
I
N
E 

F
O
O
D
S
社
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
記
者
か

ら
は
、「
全
農
の
米
国
で
の
飼
料

穀
物
の
調
達
力
強
化
の
取
り
組

み
が
分
か
り
参
考
に
な
っ
た
」

「
現
地
従
業
員
、穀
物
生
産
者
の

生
の
声
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
今
後
も
国
内
外
で
の
ツ
ア
ー

を
通
し
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係

強
化
を
図
り
、
全
農
の
存
在
価

値
、
協
同
組
合
で
あ
る
全
農
の

役
割
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
ま
す
。

記者の質問に答える穀物生産者（イリノイ
州で）

大盛況の茨城県本部ブース

船
積
み
能
力
を
増
強
し
た
全
農
グ
レ
イ
ン

の
穀
物
輸
出
施
設
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News!

第46回全国農協カントリーエレベーター協議会総代会
上級オペレーター19人認定、農水省がＣＥ環境美化の取り組みで講演 米穀部

　
全
国
農
協
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
協
議
会（
Ｃ
Ｅ
協
議
会
、会

長
：
Ｊ
Ａ
上
伊
那
の
御
子
柴
茂
樹
代
表
理
事
組
合
長
）は
6
月
8
日
、

東
京
・
大
手
町
の
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で
第
46
回
総
代
会
と
上
級
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
認
定
式
を
開
き
ま
し
た
。

　
総
代
会
で
は
、
平
成
29
年
度

事
業
報
告
と
収
支
決
算
、
平
成

30
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算

に
つ
い
て
協
議
し
、
議
案
は
全

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

任
期
満
了
に
伴
い
、
幹
事
の
選

任
に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、

御
子
柴
会
長
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
上
級
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
認
定
式

で
は
、
新
た
に
19
人
が
認
定
さ

れ
、
御
子
柴
会
長
か
ら
認
定
証

と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
上
級
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、

Ｃ
Ｅ
協
議
会
が
定
め
る
条
件
を

満
た
し
、
Ｊ
Ａ

の
組
合
長
か
ら

推
薦
を
受
け
、

Ｃ
Ｅ
協
議
会
が

実
施
す
る
試
験

に
合
格
し
た
者

が
認
定
さ
れ
ま

す
。
Ｃ
Ｅ
の
運

営
に
十
分
な
技

術
・
知
識
を
持

ち
、
運
営
管
理
の
適
切
化
、
品

質
事
故
防
止
の
強
化
な
ど
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
定
式
後
は
、
農
水
省
か
ら

環
境
美
化
に
係
る
講
演
も
行
わ

れ
、
Ｃ
Ｅ
の
衛
生
管
理
に
つ
い

て
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

News!

「純情産地いわて」さらなる飛躍誓う
「純情産地いわて30周年」で躍進大会 岩手県本部

　
岩
手
県
本
部
は
6
月
1
日
、盛
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
で「
純
情
産
地
い

わ
て
30
周
年
」躍
進
大
会
を
開
き
ま
し
た
。生
産
者
、取
引
先
を
は
じ

め
と
し
た
来
賓
、職
員
ら
約
２
６
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
「
純
情
産
地
い
わ
て
」は
、
県

産
農
畜
産
物
の
優
れ
た
品
質
を

全
国
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

名
付
け
た
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
岩

手
県
本
部
は
、「『
純
朴
』な
生
産

者
が『
情
』を
込
め
て
農
畜
産
物

を
作
っ
て
い
る
産
地
」と
定
義

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
純
情
産
地
い
わ

て
」を
掲
げ
て
30
周
年
で
す
。こ

の
大
会
で
は
、
県
内
の
生
産
者

や
Ｊ
Ａ
関
係
者
、
取
引
先
、
関

係
機
関
の
皆
さ
ま
に
感
謝
の
気

持
ち
を
お
伝
え
す
る
と
と
も

に
、
岩
手
県
農
業
の
さ
ら
な
る

発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　

同
大
会
で
は
、
女
優
の「
の

ん
」さ
ん
が
登
場
。昨
年
度
に
引

き
続
き
、「
純
情
産
地
い
わ
て
宣

伝
本
部
長
」の
委
嘱
状
を「
の

ん
」さ
ん
に
手
渡
し
ま
し
た
。

「
の
ん
」さ
ん
は
、
昨
年
度
、
宣

伝
本
部
長
の
仕
事
を
通
じ
て
、

生
産
者
と
接
し
た
こ
と
を
振
り

返
り
な
が
ら
、「
岩
手
県
の
農
畜

産
物
に
は
、
生
産
者
の
愛
情
や

思
い
が
詰
ま
っ
て
お
り
、
絶
対

に
お
い
し
い
と
い
う
自
信
が
あ

り
ま
す
」と
県
産
農
畜
産
物
を

絶
賛
し
ま
し
た
。

　
岩
手
県
本
部
は
今
年
度
、「
純

情
産
地
い
わ
て
」を
掲
げ
て
30

周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
と

し
て
、８
月
11
日
に「
感
謝
祭
」

を
行
う
な
ど
、
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

委嘱状を受け昨年度に続き「純情
産地いわて宣伝本部長」を務める
「のん」さん㊥

総
代
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
御
子
柴
会
長

今後末永く「純情産地
いわて」が続くことを祈
念し、がんばろう三唱

平成29年度上級オペレーター認定者（敬称略）
県名 ＪＡ名 氏名

ＪＡみやぎ登米
ＪＡみやぎ登米
ＪＡいしのまき
ＪＡこまち
ＪＡ福島さくら
ＪＡ上伊那
ＪＡ胎内市
ＪＡ越後さんとう
ＪＡぎふ
ＪＡにしみの
ＪＡ香川県
ＪＡ香川県
ＪＡ香川県
ＪＡ筑前あさくら
ＪＡ筑前あさくら
ＪＡ柳川
ＪＡ福岡京築
ＪＡやつしろ
ＪＡかみましき

宮城

新潟

岐阜

香川

福岡

熊本

秋田
福島
長野

田口 太士
佐々木 義紀
星 春樹
佐藤 治
中野 一弥
宮下 正幸
佐藤 陽一
菅沼 尚貴
北川 敦志
水谷 重夫
増田 義治
四宮 貴弘
上原 和仁
下田屋 仁隆
樋口 浩之
城戸 慎平
本末 剛士
中田 丈裕
本田 晃士朗
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T
A
C
を
は
じ
め
と
す
る
J
A
グ

ル
ー
プ
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。（
講
演
詳

細
は
次
号
で
）

　
J
A
グ
ル
ー
プ
の
展
示
ブ
ー
ス
で

は
、
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
社
の
ド
ロ
ー
ン

の
他
、
土
壌
分
析
の
機
器
や
Z

｜

G
I
S
な
ど
シ
ス
テ
ム
、
畜
産
関
係

で
は
牛
温
恵
や〝
う
し
ら
せ
〞な
ど

を
展
示
し
ま
し
た
。

で
2
回
目
。
J
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、

昨
年
は
農
林
中
金
だ
け
の
協
賛
で
し

た
が
、
今
年
は
全
農
・
共
済
連
・

全
中
を
加
え
全
国
４
連
で
の
協
賛
と

な
り
ま
し
た
。

　
11
日
に
は
、
全
農
の
神
出
理
事

長
が「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
描
く
農
業

の
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題

し
講
演
し
ま
し
た
。
昨
今
の
生
産

と
消
費
の
劇
的
変
化
に
対
応
す
る

鍵
の
一
つ
が「
農
業
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」で
あ
る
こ
と
、
全
農
は

技
術
開
発
に
自
ら
取
り
組
み
成
果

を
生
ん
で
き
た
こ
と
、
生
産
者
が
新

し
い
技
術
を
使
い
こ
な
す
う
え
で

　「
A
G
／
S
U
M
」は
日
本
経
済

新
聞
社
が
主
催
し
、
農
業
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
、
展

示
な
ど
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年

　
ま
た
、
長
岡
藩
の
故
事
※

を
解
説

す
る
パ
ネ
ル
と
と
も
に
展
示
し
た

「
米
百
俵
」は
、
来
場
者
の
目
を
引

き
ま
し
た
。

　
会
場
近
く
の
地
下
歩
道
で
は
マ
ル

※
明
治
時
代
初
期
、
北
越
戊
辰
戦
争
に
敗
れ
た
長

岡
藩
に
見
舞
と
し
て
贈
ら
れ
た
米
百
俵
を
、
同

藩
大
参
事
の
小
林
虎
三
郎
が
藩
士
ら
に
分
配
せ

ず
、
学
校
設
立
資
金
に
充
て
た
。

「
東
北
和
牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
」が
好
評
だ
っ
た

全
農
の
マ
ル
シ
ェ
ブ
ー
ス

シ
ェ
が
行
わ
れ
、
全
農
ブ
ー
ス
で
は

「
東
北
和
牛
※

の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
」

を
は
じ
め
、
ラ
イ
ス
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ミ
ル

ク
、
11
/
19

｜

B1
ヨ
ー
グ
ル
ト
ド
リ

ン
ク
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。「
東

北
和
牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
」は
試

食
で
の
評
価
が
高
く
、
3
日
間
で

1
0
0
個
を
超
え
る
販
売
実
績
を

あ
げ
ま
し
た
。

　
全
農
は
こ
れ
か
ら
も
農
業
技
術
の

開
発
・
普
及
に
取
り
組
み
、
農
業

を
取
り
巻
く
諸
課
題
の
解
決
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
農
業
の
未
来
を
拓
く

神
出
理
事
長
が

「
農
業
の
デ
ジ
タ
ル

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」で
講
演

ド
ロ
ー
ン
な
ど

先
進
技
術
を
展
示

マ
ル
シ
ェ
で

東
北
和
牛
ロ
ー
ス
ト

ビ
ー
フ
な
ど
を
販
売

ア
グ

サ
ム

「
A
G
／
S
U
M 

2
0
1
8
」で
J
A
グ
ル
ー
プ
の

農
業
技
術
へ
の
取
り
組
み
紹
介

　全
農
は
6
月
11
〜
13
日
、
東
京
・
日
本
橋
で
開
か
れ
た「
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
サ

ミ
ッ
ト（
A
G
／
S
U
M
） 

2
0
1
8
」に
協
賛
し
、
神
出
元
一
理
事
長
の
講
演

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
登
壇
、
先
進
機
器
の
展
示
を
行
う
な
ど
、

J
A
グ
ル
ー
プ
の
農
業
技
術
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
　

 

【
広
報
部
】

来場者の目を引いた「米百俵」の展示

先進技術を展示した全農ブース

「JAグループが描く農業のデジタルイノベーション」をテーマに講演する
神出理事長

※
J
A
全
農
北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
直
営
の
藤

沢
牧
場
で
産
ま
れ
た
子
牛
を
東
北
6
県
の
農
場

で
育
て
た
和
牛
で
、
全
農
東
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
も
の
。

News!

News!

「生産性向上と健康を両立する取り組み」をアピール

大手通信販売会社との協業により新しい市場を開拓

国際養鶏養豚総合展に協賛・出展

みのりみのるプロジェクトと㈱フェリシモの共同企画スタート

畜産生産部

フードマーケット事業部

　
全
農
は
5
月
30
日
～
６
月
１
日
に
名
古
屋
市
港
区
の
ポ
ー
ト
メ
ッ

セ
な
ご
や（
名
古
屋
市
国
際
展
示
場
）で
開
か
れ
た「
国
際
養
鶏
養
豚

総
合
展（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）２
０
１
８
」に
協
賛
・
出
展
し
、訪
れ
た
畜
産
生

産
者
や
Ｊ
Ａ
、畜
産
関
係
者
に
Ｊ
Ａ
全
農
グ
ル
ー
プ
の「
畜
産
の
生
産

性
向
上
と
健
康
を
両
立
す
る
取
り
組
み
」を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
J
A
全
農
み
の
り
み
の
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、農
畜
産
物
や
J
A

グ
ル
ー
プ
商
品
を
一
般
消
費
者
に
販
売
す
る
新
た
な
手
法
と
し
て
、

株
式
会
社
フ
ェ
リ
シ
モ
h
a
c
o
！
ブ
ラ
ン
ド
と
の
共
同
企
画
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。第
１
弾
は
、農
家
が
昔
か
ら
愛
用
す
る
ク
ミ
ア
イ

長
靴（
全
農
ク
ミ
ッ
ク
ス
裏
付
き
先
丸
農
長
）で
す
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
は
養
鶏
・
養
豚
経

営
の
近
代
化
・
効
率
化
を
図
る

た
め
、
鶏
卵
・
鶏
肉
・
豚
肉
の

生
産
・
流
通
に
関
す
る
世
界
最

先
端
の
施
設
・
機
械
・
器
具
・

資
材
が
一
堂
に
集
ま
る
国
内
最

大
の
展
示
会
で
す
。

　
全
農
を
は
じ
め
、
全
農
畜
産

サ
ー
ビ
ス
㈱
、
㈱
科
学
飼
料
研

究
所
、Ｊ
Ａ
全
農
た
ま
ご
㈱
は
、

　
6
月
8
日
、フ
ェ
リ

シ
モ
h
a
c
o
！
の

通
販
サ
イ
ト
で「
本
格

派
っ
て
、こ
う
い
う
こ

と
か
も
し
れ
な
い
」の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
続

き
、「
全
農
に
よ
る
、農

家
の
た
め
の
長
靴
が
、

ひ
ょ
ん
な
ご
縁
か
ら

h
a
c
o
! 

に
登
場
で
す
！ 

シ

ン
プ
ル
な
が
ら
も
、動
き
や
す
さ

に
こ
だ
わ
っ
た
長
靴
。そ
れ
も
そ

の
は
ず
、農
作
業
用
だ
か
ら
で
す
。

ブ
ラ
ウ
ン
の
ラ
イ
ン
が
ポ
イ
ン
ト

の
、ま
る
で
乗
馬
ブ
ー
ツ
の
よ
う

な
か
っ
こ
い
い
デ
ザ
イ
ン
で
、『
普

段
か
ら
使
え
そ
う
!!
』と
ス
タ
ッ

フ
が
食
い
つ
い
た
こ
と
が
は
じ
ま

り
」と
紹
介
さ
れ
た「
ク
ミ
ア
イ
長

靴
」は
、登
場
と
同
時
に
人
気
ラ

ン
キ
ン
グ
5
位
、2
日
目
に
3
位
、

3
日
目
に
は「
売
切
れ
納
品
待
ち
」

サ
イ
ン
と
と
も
に
ラ
ン
キ
ン
グ
1

位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

「
創つ
く
る
」「
殖ふ

や
す
」「
育
む
」「
守

る
」「
整
え
る
」「
衛ま
も

る
」「
支
え

る
」と
い
う
七
つ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
多
産
と
肉
質
を
両
立

し
た「
ハ
イ
コ
ー
プ
Ｓ
Ｐ
Ｆ
種

豚
」、
養
豚
向
け
の
妊
娠
鑑
定

機「
イ
マ
ー
ゴ
・
Ｓ
」、哺ほ
に
ゅ
う乳
豚

用
給
餌
器「
ミ
ル
キ
ー
ウ
ィ
ー

ン
フ
ィ
ー
ダ
ー
」、
不
快
な
ふ

ん
便
臭
を
甘
い
香
り
に
変
え
る

「
デ
オ
マ
ジ
ッ
ク
®
Ｈ
Ｇ
」、鶏

の
腸
内
細
菌
叢そ
う
を
整
え
サ
ル
モ

ネ
ラ
を
低
減
さ
せ
る「
Ｊ
Ａ
-

Ｚ
Ｋ
バ
チ
ル
ス
」、
家
畜
の
健

康
診
断
を
行
う「
全
農
家
畜
ク

リ
ニ
ッ
ク
」、
養
豚
生
産
管
理

シ
ス
テ
ム「
Ｗ
ｅ
ｂ　
Ｐ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
」な
ど
を
展
示
・
説
明
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
特
別
講
演
で
は
Ｊ
Ａ

全
農
た
ま
ご
㈱
東
日
本
営
業
本

部
第
１
営
業
部
の
佐
藤
部
長

の
講
演
を
は
じ
め
、
全
8
テ
ー

マ
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
週
間
販
売
目
標
50
足

で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の

企
画
で
す
が
、終
わ
っ

て
み
れ
ば
2
0
0
足

を
販
売
す
る
大
成
功
！ 

購
入
し
た
の
は
都
会
の

F
1
層（
20
～
35
歳
の

女
性
）で
、「
ク
ミ
ア
イ

長
靴
」の
存
在
す
ら
知
ら

な
い
人
ば
か
り
。ま
さ
に

新
し
い
市
場
を
開
拓
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
み
の
り
み
の
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
フ
ェ
リ
シ

モ
は
、一
つ
一
つ
の
商
品

を
丁
寧
に
分
か
り
や
す

く
楽
し
く
ブ
ロ
グ
で
説

明
す
る
通
販
な
ら
で
は

の
販
売
手
法
を
さ
ら
に

試
行
し
、今
年
度
中
に
新

し
い
ス
タ
イ
ル

の
通
販
サ
イ
ト

を
ス
タ
ー
ト
す

る
予
定
で
す
。

畜
産
の
生
産
性
向
上
と
健
康
を
両
立
す

る
取
り
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
Ｊ
Ａ
全
農

グ
ル
ー
プ
の
出
展
ブ
ー
ス

ブログは
こちらから

ブ
ロ
グ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

画
面

株式会社フェリシモ　神戸市中央区の大手通信販
売会社。1965年創業。自社開発商品はファッショ
ン・生活雑貨・ホビー商品・美容商品・食品など。
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T
A
C
を
は
じ
め
と
す
る
J
A
グ

ル
ー
プ
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。（
講
演
詳

細
は
次
号
で
）

　
J
A
グ
ル
ー
プ
の
展
示
ブ
ー
ス
で

は
、
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
社
の
ド
ロ
ー
ン

の
他
、
土
壌
分
析
の
機
器
や
Z

｜

G
I
S
な
ど
シ
ス
テ
ム
、
畜
産
関
係

で
は
牛
温
恵
や〝
う
し
ら
せ
〞な
ど

を
展
示
し
ま
し
た
。

で
2
回
目
。
J
A
グ
ル
ー
プ
で
は
、

昨
年
は
農
林
中
金
だ
け
の
協
賛
で
し

た
が
、
今
年
は
全
農
・
共
済
連
・

全
中
を
加
え
全
国
４
連
で
の
協
賛
と

な
り
ま
し
た
。

　
11
日
に
は
、
全
農
の
神
出
理
事

長
が「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
描
く
農
業

の
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題

し
講
演
し
ま
し
た
。
昨
今
の
生
産

と
消
費
の
劇
的
変
化
に
対
応
す
る

鍵
の
一
つ
が「
農
業
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」で
あ
る
こ
と
、
全
農
は

技
術
開
発
に
自
ら
取
り
組
み
成
果

を
生
ん
で
き
た
こ
と
、
生
産
者
が
新

し
い
技
術
を
使
い
こ
な
す
う
え
で

　「
A
G
／
S
U
M
」は
日
本
経
済

新
聞
社
が
主
催
し
、
農
業
と
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
、
展

示
な
ど
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
年

　
ま
た
、
長
岡
藩
の
故
事
※

を
解
説

す
る
パ
ネ
ル
と
と
も
に
展
示
し
た

「
米
百
俵
」は
、
来
場
者
の
目
を
引

き
ま
し
た
。

　
会
場
近
く
の
地
下
歩
道
で
は
マ
ル

※
明
治
時
代
初
期
、
北
越
戊
辰
戦
争
に
敗
れ
た
長

岡
藩
に
見
舞
と
し
て
贈
ら
れ
た
米
百
俵
を
、
同

藩
大
参
事
の
小
林
虎
三
郎
が
藩
士
ら
に
分
配
せ

ず
、
学
校
設
立
資
金
に
充
て
た
。

「
東
北
和
牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
」が
好
評
だ
っ
た

全
農
の
マ
ル
シ
ェ
ブ
ー
ス

シ
ェ
が
行
わ
れ
、
全
農
ブ
ー
ス
で
は

「
東
北
和
牛
※

の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
」

を
は
じ
め
、
ラ
イ
ス
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ミ
ル

ク
、
11
/
19

｜

B1
ヨ
ー
グ
ル
ト
ド
リ

ン
ク
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。「
東

北
和
牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
」は
試

食
で
の
評
価
が
高
く
、
3
日
間
で

1
0
0
個
を
超
え
る
販
売
実
績
を

あ
げ
ま
し
た
。

　
全
農
は
こ
れ
か
ら
も
農
業
技
術
の

開
発
・
普
及
に
取
り
組
み
、
農
業

を
取
り
巻
く
諸
課
題
の
解
決
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
農
業
の
未
来
を
拓
く

神
出
理
事
長
が

「
農
業
の
デ
ジ
タ
ル

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」で
講
演

ド
ロ
ー
ン
な
ど

先
進
技
術
を
展
示

マ
ル
シ
ェ
で

東
北
和
牛
ロ
ー
ス
ト

ビ
ー
フ
な
ど
を
販
売

ア
グ

サ
ム

「
A
G
／
S
U
M 

2
0
1
8
」で
J
A
グ
ル
ー
プ
の

農
業
技
術
へ
の
取
り
組
み
紹
介

　全
農
は
6
月
11
〜
13
日
、
東
京
・
日
本
橋
で
開
か
れ
た「
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
サ

ミ
ッ
ト（
A
G
／
S
U
M
） 
2
0
1
8
」に
協
賛
し
、
神
出
元
一
理
事
長
の
講
演

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
登
壇
、
先
進
機
器
の
展
示
を
行
う
な
ど
、

J
A
グ
ル
ー
プ
の
農
業
技
術
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
　

 

【
広
報
部
】

来場者の目を引いた「米百俵」の展示

先進技術を展示した全農ブース

「JAグループが描く農業のデジタルイノベーション」をテーマに講演する
神出理事長

※
J
A
全
農
北
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
直
営
の
藤

沢
牧
場
で
産
ま
れ
た
子
牛
を
東
北
6
県
の
農
場

で
育
て
た
和
牛
で
、
全
農
東
北
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
も
の
。
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密
な
連
携
も
6
次
化
を
後
押
し

し
て
い
ま
す
。
ス
ー
プ
向
け
の

集
荷
体
制
が
整
っ
た
こ
と
で
新

た
な
商
品
開
発
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
今
年
5
月
に
は
ト

マ
ト
シ
リ
ー
ズ
第
2
弾
と
し
て

「
ト
マ
ト
ス
ー
プ
」の
ベ
ー
ス

と
な
る
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
を
使

い
「
国
産
鶏
の
ト
マ
ト
煮
」を

発
売
。
レ
ト
ル
ト
タ
イ
プ
で
温

め
て
も
そ
の
ま
ま
で
も
お
い
し

く
、
非
常
食
に
も
期
待
で
き
ま

す
。

JAにじ
（福岡県）

概要 平成30年３月31日現在

正組合員数　　　　　　　６４９４人
准組合員数　　　　　　１万３１２９人
職員数　　　　　　　　　　 ３１２人
販売品取扱高　　　　７５億１千万円
購買品取扱高　　　　３１億８千万円
貯金残高　　　　　７６２億６千万円
長期共済保有高　　２７７３億１千万円
主な農畜産物　　　　　　柿、トマト

素
材
生
か
し
６
次
化
着
々

特
産
野
菜
シ
リ
ー
ズ
好
調

福岡県

佐賀県
大分県

熊本県

質
の
良
い
野
菜
を
生
か
し
た

6
次
化
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
、
特
産
野
菜
6
次

化
第
１
弾
と
し
て
発
売
し
た

の
が
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
「
ト

マ
ト
ス
ー
プ
」で
す
。
に
じ
産

「
桃
太
郎
」１
０
０
％
を
原
料

に
着
色
料
や
香
料
を
使
わ
ず
素

材
の
風
味
を
最
大
限
生
か
し
、

２
０
１
２
年
の
日
本
農
業
新

聞
一
村
逸
品
大
賞
で
金
賞
を
、

２
０
１
５
年
に
は
第
1
回
福
岡

県
6
次
化
商
品
コ
ン
ク
ー
ル
で

田
が
美
し
い
景
観
を
織
り
な
し

て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
販
売
開
発
係
を
中

心
に
、
果
樹
だ
け
に
頼
ら
な
い

新
た
な
特
産
品
開
発
に
向
け
、

　
福
岡
県
の
南
東
部
に
位
置
す

る
Ｊ
Ａ
に
じ
管
内
は
、
山
裾
の

扇
状
地
で
県
内
一
の
出
荷
量

を
誇
る
甘
柿
は
じ
め
ブ
ド
ウ
、

梨
、
桃
な
ど
の
果
樹
を
、
平
た

ん
地
で
は
米
麦
は
じ
め
野
菜

類
を
生
産
。
山
間
部
で
は
セ
ラ

ピ
ー
体
験
が
で
き
る
森
林
に
棚

最
高
賞
の
県
知

事
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
続
い

て
管
内
屈
指
の

野
菜
産
地
、
久

留
米
市
田
主
丸

町
産
の
冬
摘
み

だ
け
を
使
っ
た

「
ほ
う
れ
ん
草

ス
ー
プ
」を
商
品
化
。
こ
れ
ら

特
産
野
菜
ス
ー
プ
シ
リ
ー
ズ
は

発
売
以
来
累
計
で
２
０
０
万

食
近
く
を
売
り
上
げ
ま
し
た
。

今
年
２
月
に
は
同
じ
く
田
主

丸
産
水
田
裏
作
春
ゴ
ボ
ウ
を

使
っ
た
「
春
ご
ぼ
う
ス
ー
プ
」

を
発
売
し
好
調
な
売
れ
行
き
を

見
せ
て
い
ま
す
。

　
販
売
開
発
係
と
生
産
部
会
の

第
１
弾
は
「
ト
マ
ト
ス
ー
プ
」

６
次
化
コ
ン
最
高
賞
な
ど
高
評
価

集
荷
体
制
確
立
で

６
次
化
を
後
押
し

JAにじ産トマトを100％使った
ピューレで煮込んだ新商品「国産
鶏のトマト煮」。非常食にも期待で
きる

ト
マ
ト
ス
ー
プ
向
け
の
集
荷

ト
マ
ト
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、春
ゴ
ボ
ウ
の
特
産
野
菜
ス
ー
プ
を
詰
め
合
わ
せ
た
ギ
フ
ト
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県
本
部
家
畜
市
場
か
ら
県
内
の

肥
育
生
産
者
へ
供
給
し
ま
す
。

　
2
0
1
7
年
度
に
は
、こ
れ
ま

で
お
お
む
ね
3
カ
月
齢
で
受
け

入
れ
て
い
た
子
牛
を
約
1
カ
月

齢
で
引
き
取
る
早
期
受
け
入
れ

を
始
め
ま
し
た
。酪
農
家
が
抱
え

る
子
牛
育
成
の
負
担
を
最
小
限

に
抑
え
、受
け
入
れ
前
の
死
亡
リ

ス
ク
を
低
減
し
、受
け
入
れ
頭
数

の
増
頭
が
期
待
さ
れ
ま
す
。今
後

も
県
内
酪
農
家
や
全
農
Ｅ
Ｔ
研

究
所
を
は
じ
め
、開
業
獣
医
師
、

県
畜
産
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携

し
、県
内
農
家
へ
素も
と
う
し牛

の
安
定
供

給
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

県
本
部

だ
よ
り

茨城県本部

哺
育
セ
ン
タ
ー
を
研
修
の
中
核
施
設
に
も

じ
め
和
牛
増
頭
を
目
指
し
て
い

ま
す
。同
年
3
月
に
簡
易
牛
舎
を

3
棟
新
設
し
、専
任
課
長
を
配
置

し
ま
し
た
。牛
舎
内
に
は
分ぶ
ん
べ
ん娩
・

発
情
発
見
を
通
知
す
る
シ
ス
テ

ム
や
、牛
を
24
時
間
監
視
す
る
カ

メ
ラ
を
導
入
す
る
な
ど
生
産
管

理
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
は
第
1
号
牛
が
誕
生

し
、
今
年
6
月
1
日
時
点
で
9

頭
の
和
子
牛
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

2
0
2
0
年
3
月
末
ま
で
に
延

べ
1
0
0
頭
の
生
産
、
上
場
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
契
約
酪
農
家
と
連
携

し
て「
和
牛
Ｅ
Ｔ
卵
移
植
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。Ｅ
Ｔ
受

精
卵
移
植
で
生
ま
れ
た
和
子
牛

を
哺
育
セ
ン
タ
ー
で
引
き
取
り
、

約
10
カ
月
齢
ま
で
飼
養
管
理
し
、

　
2
0
1
7
年
度
か
ら
本
格
的

に
繁
殖
事
業
を
始
め
、哺
育
セ
ン

タ
ー
で
生
ま
れ
た
和
子
牛
を
県

内
の
生
産
者
へ
安
定
供
給
し
、県

ブ
ラ
ン
ド
牛
の「
常
陸
牛
」を
は

　
茨
城
県
本
部
は
、和
子
牛
頭
数

減
少
に
よ
る
子
牛
価
格
の
高
騰

へ
の
対
応
策
と
し
て
、哺
育
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
た「
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
茨
城
県
本
部
モ
デ
ル
」を

策
定
し
、和
牛
増
頭
に
自
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
哺

育
育
成
事
業
に
加
え
、新
た
に
和

牛
繁
殖
事
業
や
和
牛
Ｅ

Ｔ
卵
移
植
事
業
に
よ
る

ヌ
レ
子
の
早
期
受
け
入

れ
を
開
始
、県
畜
産
セ
ン

タ
ー
や
全
農
Ｅ
Ｔ
研
究

所
と
連
携
し
た
野
外
採

卵
や
受
精
卵
活
用
に
よ

る
事
業
を
構
築
し
て
い

ま
す
。将
来
的
に
は
後
継

者
・
新
規
就
農
者
研
修

施
設
と
し
て
の
多
面
的

な
機
能
を
発
揮
す
る
中

核
施
設
と
し
て
哺
育
セ

ン
タ
ー
を
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

哺
育
セ
ン
タ
ー
に
簡
易
牛
舎

専
任
課
長
配
置
し
体
制
整
備

Ｅ
Ｔ
卵
移
植
事
業
に
取
り
組
み

ヌ
レ
子
早
期
受
け
入
れ·

育
成

哺
育
セ
ン
タ
ー
で
生
ま
れ
た
子
牛
と
親
牛
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タ
ー
や
１
万
人
を
超
え
る
生
産
者
ア

ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、
生
産
者
が
必

要
と
す
る
機
能
の
絞
り
込
み
を
行
い

ま
し
た
。

　
昨
年
9
月
に
国
内
農
機
メ
ー

カ
ー
4
社
へ
、
指
定
し
た
仕
様
書
に

基
づ
く
60
馬
力
ク
ラ
ス
の
ト
ラ
ク

タ
ー
の
開
発
を
要
求
し
、
今
年
6

月
1
日
に
各
社
か
ら
開
発
機
の
回

答
を
受
け
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
従
来
の
50
〜
70

馬
力
ク
ラ
ス
の
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

4
5
0
型
式
に
つ
い
て
、
農
業
者
3

団
体（
日
本
農
業
法
人
協
会
・
全

国
農
協
青
年
組
織
協
議
会
・
全
国

農
業
青
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
）
と

全
農
に
よ
る
資
材
事
業
研
究
会
の

場
で
徹
底
し
た
議
論
、
生
産
者
モ
ニ

　
Ｊ
Ａ
全
農
は
、「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」へ
の
対

応
と
し
て
、
農
業
機
械
事
業
で
は
、

生
産
現
場
の
声
を
反
映
し
た
大
型

ト
ラ
ク
タ
ー（
60
馬
力
ク
ラ
ス
）の
共

同
購
入
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
生
産
者
3
団
体
の
代

表
者
と
と
も
に
実
機
や
社
内
試
験

デ
ー
タ
な
ど
で
開
発
要
求
事
項
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上

で
入
札
を
実
施
し
、
共
同
購
入
ト

ラ
ク
タ
ー
を「
Ｙ
Ｔ
3
5
７
Ｊ
Ｚ
Ｕ
Ｑ

Ｈ
」に
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
60
馬
力
ク

ラ
ス
で
は
パ
ワ
ー
に
ゆ
と
り
の
あ
る

エ
ン
ジ
ン（
総
排
気
量
3
・
3
L
）を

搭
載
し
、
生
産
者
モ
ニ
タ
ー
で
要
望

の
強
か
っ
た
、
お
お
む
ね
1
日
無
給

油（
※
）で
作
業
が
で
き
る
燃
料
タ

ン
ク
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
成
果
は
、
①

1
0
0
0
台
の
購
入
目
標
を
掲
げ
、

生
産
者
が
必
要
と
す
る
機
能
に
絞

り
込
む
こ
と
で
メ
ー
カ
ー
の
製
造
コ

ス
ト
削
減
が
図
ら
れ
た
こ
と
②
さ
ら

に
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
全
国
の
生
産

者
に
結
集
を
呼
び
掛
け
、
積
み
上

げ
た
台
数
を
背
景
に
全
農
が
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
入
札
を
行
っ

た
こ
と
で
、
生
産
者
の
購
入
価
格

は
、
標
準
的
な
4
社
同
ク
ラ
ス
と

比
較
し
、
お
お
む
ね
2
〜
3
割
の
価

格
の
引
き
下
げ
が
実
現

さ
れ
ま
し
た
。

　（
価
格
引
き
下
げ
割

合
は
シ
ン
プ
ル
農
機
の

普
及
状
況
や
商
業
者
と

の
競
合
度
合
い
な
ど
に

よ
り
地
区
ご
と
に
異
な

り
ま
す
）

【共同購入の概要】

5,340,000円（税抜き）
※上記価格は単体価格（ハイラグ仕様）、
　オプション設定品は除く

メーカー希望
小売価格

平成30年10月供給開始

トラクター（60馬力）機 種

YT357JZUQH型 式

1000台
（平成30～32年度・3カ年）

共同購入
目標台数

水冷4気筒直噴ディーゼルエンジン
（総排気量3.3Ｌ ）、燃料タンク容量56Ｌ、
自動水平制御、自動耕深制御、
倍速ターン、オートブレーキ、
エアコン付キャビン、デラックスシート、
大型サイドミラー、
ワークランプ、チルトハンドル

主の仕様

共同購入トラクターに決まったヤン
マーアグリ㈱のYT357JZUQH

10
月
か
ら
供
給
ス
タ
ー
ト 生

産
現
場
の
声
を
反
映
し
た
共
同
購
入
機
を
決
定

Ｙ
Ｔ
３
５
７
Ｊ
Ｚ
Ｕ
Ｑ
Ｈ

　
　
　
　（
60
馬
力
・
総
排
気
量
3
・
3
Ｌ
）

【主要諸元】
 

機体寸法他

 駆動方式 パートタイム４ＷＤ
   全長×全幅×全高（mm） 3,400×1,540×2,325

   地上最低高（mm） 448

   機体質量（kg） 2,092

 
エンジン

 出力（PS/rpm）・総排気量（L） 60/2,500（グロス）・3.318

   燃料タンク容量（L） 56

 
走行

 変速段数（段） 前進16段、後進16段
   最小旋回半径（m） 2.7

 ＰＴＯ 回転速度　正転／逆転（rpm） 565,790,1,004／704

 油圧 油圧揚力（kgf） 1,700

　全
農
は
6
月
28
日
、
共
同
購
入
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
を
Y
T
3
5
7
J
Z
U
Q
H

（
製
造
元
：
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
㈱
）に
決
め
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。【
生
産
資
材
部
】

※製造メーカー実測データ（エンジン回転
2500rpm、ＰＴＯ１速、ロータリー幅2.2m、耕
深15cm）による。
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全
農
は
、
農
業
者
3
団
体（
日
本
農
業
法
人
協
会
、
全
国
農
協
青

年
組
織
協
議
会
、
全
国
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
）と
と
も
に

「
生
産
資
材
費
低
減
に
向
け
た
資
材
事
業
研
究
会
」を
立
ち
上
げ
、
営

農
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
農
業
者
団
体
か
ら
は
、
最
新
情
報
の
伝
達

や
人
材
育
成
機
能
を
期
待
す
る
声
が
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
受
け
、
昨
年
11
月
に
埼
玉
県
川
越
市
で「
土
壌
」を
テ
ー
マ
に
し
た

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
5
月
31
日
、
全
国
農
業
青
年
ク

ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
森
安
晃
司
監
事
の
圃
場（
岡
山
県
備
前
市
）で
地

元
農
業
者
15
人
を
対
象
に
青
空
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

【
営
農
･
技
術
セ
ン
タ
ー
】

ほ
じ
ょ
う

　深
さ
60
㌢
ほ
ど
の
土
壌
断
面
か
ら

は
、
ハ
ウ
ス
を
建
て
て
10
数
年
経
過

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
水
田
土
壌
の
特

徴
が
観
察
さ
れ
ま
し
た
。
約
10
㌢
の

作
土
よ
り
下
は
硬
く
、
栽
培
中
の

小
松
菜
の
根
も
そ
れ
以
下
へ
は
伸
長

で
き
な
い
状
態
で
し
た
。
関
東
営
農

資
材
事
業
所
の
金
子
技
術
主
管
は

「
深
耕
で
1
㌢
で
も
作
土
を
深
く

し
、
腐
植
を
補
給
し
て
団
粒
構
造

を
作
る
」
と
生
産
性
を
高
め
る
土
づ

く
り
と
生
産
基
盤
の
維
持
に
つ
い
て

力
説
し
ま
し
た
。

　参
加
し
た
農
業
者
の
土
壌
分
析

か
ら
は
E
C
、
リ
ン
酸
、
硝
酸
態
窒

素
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

農
業
者
か
ら
は「
リ
ン
酸
の
減
肥
に

取
り
組
み
た
い
。
過
去
の
分
析
結
果

と
照
ら
し
合
わ
せ
、
リ
ン
酸
の
減
り

具
合
を
確
認
し
て
い
く
」な
ど
の
気

付
き
や
施
肥
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
、
意
識
改
革
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。　ま

た
、
自
ら
土
壌
分
析
を
行
う

森
安
氏
は「
土
壌
の
状
態
が
分
か
ら

な
い
と
不
安
で
肥
料
を
多
く
入
れ
て

し
ま
い
が
ち
。
数
値
を
知
る
こ
と
で

適
切
な
施
肥
が
で
き
る
」
と
土
壌
診

断
に
基
づ
く
施
肥
改
善
の
重
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

　講
習
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
自
分
の
畑
を
知
る
こ
と
か
ら
も
う
一

度
始
め
た
い
」「
自
分
で
診
断
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
」な
ど
の
決
意
が

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
本
講
習
会
が
土

壌
を
見
詰
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
講
習

会
を
水
平
展
開
し
、
農
業
者
の
自

発
的
な
施
肥
改
善
を
支
援
し
ま
す
。

　全
農
は
、
土
壌
診
断
を
活
用
し

た
施
肥
改
善
を
農
業
者
と
と
も
に

実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
手
取
り

最
大
化
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

岡
山
県
で
農
業
者
向
け
青
空
講
習
会
を
開
催

土
壌
診
断
で
施
肥
改
善
へ
意
識
改
革
目
指
す

土
壌
の
状
態
を
知
り
、

生
産
性
の
向
上
に
つ
な
げ
る

土
壌
診
断
を

施
肥
改
善
に
生
か
す

森安氏の圃場の断面を観
察する参加者

水田にハウスを建てて10数
年経過した土壌断面

森
安
氏
に
よ
る
馬
ふ
ん
堆
肥
を
使
っ
た

土
づ
く
り
の
紹
介

地
域
土
壌
の
特
徴
に
つ
い
て
の
説
明
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発行／全国農業協同組合連合会　2018年（平成30年）7月2日発行（毎週月曜日発行）
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〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週土曜日9：30～9：50（放送曜日・時間はFM局で異なります）
生産者の熱い思いをお届け！

クーポントピックス ポイント

スマホアプリを公開中
JA全農のイベントや新商品に関する最新情報が
さらに充実！ 作動環境：スマートフォン iOS８以上　Ａndroid4.3以上

「食と農」の情報を広く消費者へ！

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、7/6（金）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。
※天候などによりご希望に沿えない場合があります。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金の他、クール代、お届け先により送料がかかります。ご注文期間を過ぎると価格や送料が
変わる場合があります。

　千葉県富里市は全国有数のスイカの名産地。スイカ栽培の歴史は
80年を誇っています。
　「富里スイカ」は関東平野の中でもスイカに適した環境と、長年の
栽培技術を生かして年明けから収穫期まで約半年間、1玉1玉手間
暇惜しまず、愛情を注いで育てています。
　太陽を十分に浴びて育った黒と緑のおなじみの皮に、大地の栄養
を吸収したみずみずしい真っ赤な果肉、食べたら思わず笑顔になる、
甘さ・香り・食感と３拍子そろったおいしさです。
この機会にぜひご賞味ください。

ＪＡ富里市（千葉県）

JAタウンは
こちらから

うまさ独占富里スイカ（約6㌔、Ｌ１玉）……4000円

　5月4日（金）から週1回、午前6時25分（JFN35局、
ほか3局は時間帯別）から5分間の農業ニュース番組として
始まった東京エフエム（TFM）のラジオ番組「TODAY’S 
AGRI NEWS（全農提供）」。7月2日（月）から毎朝（月～金）
6時30分（JFN38局）から5分間の生放送番組に生まれ
変わります。　　　　　　　　　　　　　　　　【広報部】

　この番組は、その日の日本農業新聞に掲載された記事の
中から、「農業情勢・農政」「作況・市況」などの分類により、
TFMが注目の出来事を選び出し報道する番組です。
　7月からは、TFMが電話取材により全国のJA役員に自
己改革の取り組みについてインタビューするコーナーも常設し
ます。

パーソナリティーはTFMの看
板情報番組クロノス（平日毎
朝6:00～ 8:55）のお2人
（月～木:中西哲生 氏、
 金:速水健朗 氏）

以下のアプリでも聴取いただけます

アプリで聴取可能！

TS PLAY radiko.jp WIZ RADIO

ホームページ

http://www.tfm.co.jp/agrinews

全国のJA役員へのインタビューコーナーも全国のJA役員へのインタビューコーナーも

2018 7.2 vol.848

全農が協賛した「アグリテックサミット（AG／SUM） 2018」で「ＪＡグループが描く農業のデジタルイノベーション」を
テーマに講演する神出元一理事長（７面）

共同購入トラクターに決まったヤンマーアグリ㈱のＹ
Ｔ３５７Ｊ,ＺＵＱＨ（10面）

岡山県で開かれた農業者向け青空講習会で畑の
断面を観察する参加者（11面）

共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー

Y
T
3
5
7
J
に
決
定

10面

7
面ＪＡグループの農業技術への取り組み紹介
「AG／SUM 2018」に協賛

役員・参与がカナダ･アメリカの
農業事情視察（総務部）

自民党本部で大阪物産展（大阪府本部）

ブルガリアで冷凍寿司･
日本産農産物紹介（輸出対策部）

タイ･バンコクの食品見本市に出展
（茨城県本部）

初の海外メディアツアー開催
（広報部･畜産生産部）

全国農協カントリーエレベーター
協議会が総代会（米穀部）

「純情産地いわて30周年」で
躍進大会（岩手県本部）

5

2

3

4

国際養鶏養豚総合展に
協賛･出展（畜産生産部）

大手通販会社との協業で新市場を
開拓（フードマーケット事業部）

ＪＡズームイン（ＪＡにじ）

県本部だより（茨城県本部）

岡山県で農業者向け青空講習会開催
（営農･技術センター）

ＦＭラジオ番組「TODAY’S AGRI NEWS」
本格スタート（広報部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ富里市（千葉県）
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す　し

6 平
成
30
年
6
月
18
日
の
大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る

地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
へ

　こ
の
た
び
の
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
、心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　一日
も
早
い
復
旧・復
興
に
向
け
て
総
力
を
あ
げ
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

アグ サム
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